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市
民
と
共
に
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

秦
野
赤
十
字
病
院
へ
の

計
画
的
な
財
政
支
援
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た

名
水
百
選
の
活
用
の
取
り
組
み
を

小
児
医
療
費
助
成
を
中
学
３
年
生
ま
で
実
施
し
、

中
学
校
完
全
給
食
を
早
期
に
実
現
せ
よ

総
力
を
挙
げ
、「
秦
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
仮
称
）ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
活
か
し
た
周
辺
土
地
利
用
構
想
」実
現
を

市
長
の
平
和
観
を
問
う

民　
政　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
よ
り
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
の
実
現

に
向
け
て

問　
平
成
28
年
に
職
員
の
不
適
切
な
事

務
処
理
の
発
覚
が
続
き
、
そ
の
後
も
法

令
違
反
や
不
注
意
に
よ
る
事
務
処
理
ミ

ス
な
ど
が
、
後
を
絶
た
な
い
現
状
で
あ

る
。
再
発
防
止
策
は
ど
う
か
。

答　
基
本
を
改
め
て
確
認
し
、
各
階
層

で
身
に
つ
け
る
内
容
や
職
務
上
の
専
門

知
識
を
学
ぶ
研
修
な
ど
を
充
実
さ
せ
、

研
修
を
専
任
す
る
職
を
設
置
す
る
。

二　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
）
に

つ
い
て

問　
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
が
あ
ら

ゆ
る
世
代
に
や
さ
し
い
ま
ち
に
な
る
と

い
っ
た
趣
旨
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健

機
構
）
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
唱
し
た

が
、
本
市
の
参
加
は
ど
う
か
。

答　
孤
独
死
や
救
急
の
対
策
な
ど
高
齢

者
に
関
す
る
課
題
を
確
認
し
、
今
後
、

高
齢
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度
中
に
参
加

自
民
・
新
政　
　
　
髙
橋　
照
雄

一　
名
水
百
選
の
活
用
に
つ
い
て

問　
歴
史
あ
る
水
道
を
次
の
世
代
も
安

心
し
て
使
う
た
め
に
は
、
水
道
使
用
料

金
の
収
入
を
確
保
し
、
施
設
を
維
持
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
秦
野
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
仮
称
）
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

問　
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に

対
す
る
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
助
成
拡

充
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
の
在
り
方

や
安
易
な
受
診
を
抑
制
す
る
た
め
の
一

部
負
担
金
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
勘
案
し
、
検
討
す
る
。

問　
国
は
、
待
機
児
童
解
消
に
必
要
な

受
け
皿
を
整
備
す
る
と
し
て
、
保
育
士

へ
の
給
付
金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
か
ら
、
保
育
士
等
就

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
新
東
名
高
速
道
路
と
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

問　
周
辺
土
地
利
用
構
想
の
実
現
に
は
、

専
門
部
署
を
設
置
し
、
本
市
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
推
進
体
制
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　
広
範
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
専
門
部
署
だ
け
で
集
約
す
る

の
は
困
難
で
あ
り
、
政
策
部
を
中
心
と

し
た
関
連
部
署
の
連
携
体
制
を
構
築
し

て
い
る
。
今
後
も
ト
ッ
プ
が
率
先
し
、

総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
。

問　
地
元
の
協
力
に
よ
り
東
地
区
で
外

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
平
和
施
策
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

問　
昭
和
44
年
に
「
秦
野
市
民
憲
章
」

を
制
定
し
、
61
年
に
核
の
な
い
世
界
平

和
と
市
民
の
限
り
な
い
平
和
の
希
求
を

願
い
「
秦
野
市
平
和
都
市
宣
言
」
を
制

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
秦
野
赤
十
字
病
院
に
つ
い
て

問　
現
在
の
秦
野
赤
十
字
病
院
の
経
営

状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
28
年
度
は
約
７
億
円
の
経
営

赤
字
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
赤
十
字
社

本
社
か
ら
重
点
支
援
病
院
に
指
定
さ
れ
、

経
営
改
善
計
画
を
策
定
し
、
経
営
健
全

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
本
市
は
秦
野
赤
十
字
病
院
を
市
民

病
院
的
な
病
院
と
し
て
位
置
付
け
て
き

た
。
計
画
的
な
財
政
支
援
を
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
財
政
支
援
に
つ
い
て
は
、
病
院
経

営
の
収
支
状
況
な
ど
を
見
極
め
、
本
市

と
し
て
の
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　
地
震
対
策
に
つ
い
て

問　
在
宅
の
障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど

の
避
難
行
動
要
支
援
者
を
支
援
す
る
た

め
の
福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
態
勢
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
態
勢
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
防
災

担
当
部
局
や
地
域
と
連
携
し
、
福
祉
避

難
所
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

二　
ご
み
の
減
量
対
策
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
度
で
生
ご
み
分
別
収
集

モ
デ
ル
事
業
が
終
了
す
る
が
、
30
年
度

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
生
ご
み
分
別
収
集
に
協
力
す
る
世

帯
の
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の
補
助
率

を
上
げ
る
と
と
も
に
、
農
地
に
コ
ン
ポ

ス
ト
を
設
置
し
、
市
民
が
生
ご
み
を
自

己
搬
入
し
堆
肥
化
を
進
め
る
生
ご
み
持

ち
寄
り
農
園
事
業
を
行
う
。

を
要
望
す
る
。

二　
社
会
福
祉
法
人
へ
の
支
援
に
つ
い

て問　
平
成
12
年
の
社
会
福
祉
の
基
礎
構

造
改
革
に
伴
う
民
間
企
業
の
参
入
は
、

公
益
事
業
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
の
屋

台
骨
を
蔑

な
い
が
しろ
に
し
た
福
祉
の
商
業
化
で

あ
り
、
福
祉
精
神
の
根
幹
を
な
し
崩
し

た
も
の
で
あ
る
。
社
会
福
祉
法
人
の
逼

迫
し
た
現
状
に
対
し
て
所
轄
庁
と
し
て

今
後
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
図
っ
て

い
く
の
か
。

答　
国
で
は
小
規
模
法
人
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
に
よ
る
協
働
推
進
事
業
の
創
設

の
た
め
、
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
新

規
人
材
確
保
の
広
報
や
合
同
面
接
会
の

実
施
な
ど
、
市
と
し
て
の
支
援
を
検
討

課
題
と
し
て
い
く
。

を
表
明
す
る
。

三　
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
）
に
つ
い
て

問　
学
校
と
地
域
住
民
が
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
き
、
災
害
時
に
協
力
し
合
え

る
体
制
を
と
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
実
践
校
を
拡
大
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
先
進
校
の
課
題
や
教
職
員
の
意
見

な
ど
を
反
映
し
た
上
で
、
学
校
運
営
協

議
会
の
設
置
校
を
拡
大
す
る
。
今
後
も

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
学

校
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
に
名
水
を
活
用
で
き
る
企
業
を
誘
致

し
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
人
口
を
呼
び

込
む
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
の
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
の
企
業
誘

致
は
、
本
市
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ

る
大
き
な
契
機
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

名
水
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
保
全
と
活
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
産
業
用
地

の
活
用
を
考
え
て
い
く
。

二　
市
道
９
号
線
の
整
備
に
つ
い
て

問　
今
回
の
市
道
９
号
線
の
歩
道
設
置

は
、
市
道
８
号
線
交
差
点
か
ら
変
電
所

横
断
歩
道
橋
ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、

東
海
大
学
前
駅
北
口
に
向
か
う
歩
道
の

労
促
進
給
付
金
の
取
り
組
み
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

二　
高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
37
年
に
団
塊
の
世
代
の
方
が

す
べ
て
75
歳
以
上
に
な
る
と
い
う
２
０

２
５
年
問
題
に
向
け
、
介
護
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
医
療
・
介
護
の
専
門
職
で
構
成
す

る
地
域
ケ
ア
会
議
を
充
実
さ
せ
、
自
立

支
援
な
ど
個
人
支
援
を
強
化
す
る
。

三　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
に
作
成
し
た
は
だ
の

っ
子
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
の
効
果
は
ど
う
か
。

答　
先
生
や
友
人
に
、
い
じ
め
が
あ
っ

国
人
観
光
客
誘
致
の
視
察
を
受
け
入
れ

て
い
る
が
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
体
験
事
業

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
が
中
心
と
な
り
実
施
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
一
環
で
、
外
国
人
留
学
生
が
蓑

毛
地
区
で
そ
ば
打
ち
な
ど
を
体
験
し
、

観
光
地
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
な
い
里
山
風

景
な
ど
に
対
す
る
高
い
評
価
を
得
た
。

今
後
も
個
人
旅
行
の
多
い
外
国
人
観
光

客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
受
け
入
れ
態
勢

整
備
を
進
め
る
。

要
望　
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
向
け
、

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
い
ろ
り

棟
の
活
用
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

定
し
た
。
歴
代
市
長
は
、
常
に
平
和
の

中
に
市
民
福
祉
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に

施
政
方
針
を
提
案
さ
れ
た
が
、
今
提
案

に
は
、
「
平
和
」
と
い
う
文
字
が
一
字

一
句
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
の
長
が

軍
国
主
義
の
中
で
の
格
言
を
引
用
す
る

こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。

市
長
の
平
和
観
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
お
互
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民
の
安
全

・
安
心
な
生
活
を
守
る
こ
と
は
重
要
な

責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

要
望　
今
後
は
、
公
の
長
と
し
て
施
政

方
針
に
平
和
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と

三　
総
合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

い
て

問　
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
は
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
導

入
」
と
あ
る
。
本
市
の
特
性
で
あ
る
「

水
」
を
利
用
し
て
、
総
合
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
庁
内
組
織
を
立
ち
上
げ
、
秦
野
の

「
水
と
緑
」
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
基
本
指
針
を
策
定

し
、
将
来
の
新
総
合
計
画
へ
の
位
置
付

け
も
検
討
し
て
い
く
。

あらゆる世代にやさしいまちづくりを
（写真はWHOのエイジフレンドリーシティパンフレット）

周辺土地利用構想の実現を
（写真は新東名高速道路工事現場）

安全に通れる歩行空間の整備を
（写真は市道９号線）

施政方針で平和への言及を
（写真は市役所前の平和の灯モニュメント）

子どもが安心して通える学校づくりを
（写真は中学校区ごとのはだのっ子SOSカード）

福祉避難所の受け入れ態勢充実を
（写真は避難所設営訓練の様子）

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

一
般
質
問
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
、

　

質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

（

）

た
と
い
う
は
だ
の
っ
子
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド

の
届
け
は
な
い
が
、
い
じ
め
を
抑
止
す

る
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
に
向
け
、

今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
生
徒
や
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、
校
長
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
見
交
換

な
ど
で
実
態
・
意
向
把
握
に
努
め
、
平

成
30
年
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
提

供
方
法
を
決
定
し
、
計
画
策
定
を
す
る
。

未
整
備
区
間
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の

よ
う
か
。

答　
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
通

学
路
の
安
全
対
策
を
目
的
に
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
東
海
大
学
前
駅
北
口
に
向

か
う
路
線
は
、
駅
に
向
か
う
歩
行
者
が

多
い
こ
と
や
バ
ス
の
折
り
返
し
場
が
隣

接
す
る
路
線
で
も
あ
る
た
め
、
歩
行
者

の
安
全
対
策
が
必
要
な
路
線
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
東
海
大
学
前
駅

北
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
整
備
の

検
討
と
合
わ
せ
て
、
連
続
し
た
歩
行
空

間
と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。




